
科目名 講義名

クラス 担当教員

実務経験のある教員による講義 キャンパス区分

開講学期 開講時期

曜日・時限 科目種別

科目区分 単位数

準備事項 科目ナンバリング

直接
参照
URL

教員室または連絡先
小林  機械建設2号棟405室  内線：9715、kobayasi@mech.nagaokaut.ac.jp

授業目的および達成目標
工場の廃熱や太陽光など不安定なエネルギー源を有効利用するシステムの需要が高まっている。環境中の振動エネルギ
ーを利用して発電する環境発電（エネルギーハーベスティング）では共振現象を制御する必要がある。また、熱と音波
の相互エネルギー変換を利用する熱音響システムでは、熱音響自励発振現象を制御する必要がある。
しかし、これら共振現象は従来の制御工学にとっては抑制対象であること、制御系が動作するためにエネルギー消費が
前提となっていることから、共振現象を維持・促進しかつエネルギー消費を前提としない新しい制御系設計・実装手法
の研究・開発が進められている。
本講ではまず、能動振動制御や能動騒音制御など、エネルギーを消費して共振現象を抑制する従来の制御技術について
説明する。それを基礎として次に、振動発電や熱音響発電などエネルギーの有効利用のために共振を維持・促進する新
しい制御技術について概説するとともに、最先端の研究動向について文献調査・議論することで、制御技術が発展する
可能性について理解することを目的とする。

授業キーワード
制御工学、能動振動制御、能動騒音制御、ロバスト制御、共振現象、熱音響システム、環境発電、振動発電

授業内容および授業方法
まず能動振動制御や能動騒音制御など共振現象を抑制する基礎的な制御技術について講義を行う。
次に、振動発電や熱音響システムなど共振現象を維持・促進する新しい制御技術について概説する。
関連技術に関して文献調査を行い、それに基づいて議論し、レポートをまとめることで理解を深める。

授業項目
第1回：制御基礎（古典制御）
第2回：制御基礎（現代制御）
第3回：制御基礎（ロバスト制御）
第4回：能動振動・騒音制御の理論
第5回：能動振動・騒音制御の応用
第6回：音響振動エネルギーの抑制に関する文献調査（音響）
第7回：音響振動エネルギーの抑制に関する議論（音響）
第8回：音響振動エネルギーの抑制に関する文献調査（振動）
第9回：音響振動エネルギーの抑制に関する議論（振動）
第10回：振動発電・熱音響システムの理論
第11回：振動発電・熱音響システムの応用
第12回：音響振動エネルギーの維持・促進に関する文献調査（音響）

科目情報

音響振動エネルギー制御工学特論  音響振動エネルギー制御工学特論 

００  小林　泰秀 

  共通 

1学期  1学期 

火２  講義 

選択  2 

  23DGC7 

https://vos-lc-web01.nagaokaut.ac.jp/lcu-
web/SC_06001B00_22/referenceDirect?
subjectID=219100030570&formatCD=1 
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第13回：音響振動エネルギーの維持・促進に関する議論（音響）
第14回：音響振動エネルギーの維持・促進に関する文献調査（振動）
第15回：音響振動エネルギーの維持・促進に関する議論（振動）

授業時間外学習（予習・復習等）
学習効果を上げるため、教科書等の該当箇所を参照し、授業内容に関する予習を90分程度行い、授業内容に関する復習
を90分程度行うこと。
To enhance a learning effect, students are encouraged to refer to their textbook etc. to prepare for and review the
lecture for around 90 minutes each.

教科書
特になし

参考書
適宜、担当教官が指定する。

成績の評価方法と評価項目
数回のレポートで成績を評価する。

留意事項
予備知識として、「制御工学特論」を受講済みであることが望ましい。

参照ホームページ名
騒音振動制御工学研究室ホームページ

参照ホームページアドレス
http://c.nagaokaut.ac.jp

ディプロマポリシーとの対応
【○】１． 研究遂行力
　　　　自ら課題を設定し計画的に研究を遂行し有益な成果に導く高度な研究遂行力、及びその基礎となる専門分野の
深く豊かな学識。
【○】２． 未踏領域の開拓能力
　　　　複数の専門領域の学理融合に基づき未踏領域の開拓に挑戦する意欲と能力。
【】３． 研究成果の社会還元
　　　　社会に与える影響を深く洞察しつつ、研究成果を社会の発展に繋げる意欲と実践力。
【】４．研究開発を先導するリーダーシップ
　　　　優れた国際感覚と高度な対話力により、多様な主体と協働しつつ、研究開発を通じて社会の発展に貢献できる
リーダーシップ。
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